





ンAbuSa'id Han (ブー ・サイー ドとも。 Mo.Busayid bayatur qan. r.1317-1335)が男児を残さぬまま
亡くなると、各有力者がそれぞれ健備のハンを擁立して対立抗争を繰り返しフレグ・ウルスは
一大混乱期を迎える。古くはドーソン d'OhssonのHistoiredes Mongols (邦訳は佐口透訳『モンゴ
ル帝鴎史~ 1-6、平凡社東洋文庫)の最後の部分がこの時期の記述に充てられ、その後B.Spuler，




を丹念に解きほぐした労作CharlesMelville， Th仇zeF.α'al 0.ザfAm仰?ηniかrChuゆρα仰nαω仰ndthe Decline 






























彼女はハーフィズイ・アブjレ一 Hafiz-iAbru編著『ラシード集史続編JZayl-i Jami' al-







またアハリーAharrの『シャイフ・ウワイス史J Tari.ケiSay~ U.ωays [巴d.van Loon. 's-Graven-
hage 1954Jの末尾には彼女の血統を次のように記す。
その[シャイフ・ウワイスの]生母:彼の良き母は、亡きハトン(王妃)にしてハトンたち
の威信hatunmarhuma mag:fura sultan al-hawaUnたるデイルシヤード・ハトンであり、
彼女は幸運なるアミール・チョパンの子アミール・デイマシュク・ホージャ(アッラーガ
御二人ノ墓ヲ照ラシ給イマスヨウ)の娘であるが、彼女[デイルシヤード]の生母は、フレグ・
ハン HulaguH加の子アフマド・ハン AhmadHanの娘コンチェク・ハトン Kuncak
Hatunの娘トゥルサン TWRSN・ハトン。 [83，184J
一方、テイムール朝系譜史料『モンゴJレ高貴系譜JMu 'iz al-ansab fi sajarat sala tin Mugul 
















































































[r大旅行記7J 140. [ J内補う 一部表記改変]
とも記している。
さらにこの間の事情はムハンマド・シャパーンカーレイ-Muhammad Sabankara'iの『系












































































































1351年12月27日 (752年ズルカアダ月 8日)その生涯を開じる。亡き骸はナジャフ Najafの地に葬
















( 2 ) F A R M A N ・ I D Iしき A D [金字で大書]
(3) <空白> ru'asa wa kadhudayan-i uzan 
(4 )空白-----wa qal'ajuq az a'mal-i miyanaj bi-rasanand 
(5) <空白-----az mutawajjihat-i sana-yi talatin-i 
( 6 ) hani dar wajh句imarsum-i amir turh加(?)目iwajib-i sal-i mazkur ba-tasllm-i saraf al-din 
(7a) zar-i rayij yij 
(σ7苅附bω) 100∞o dIn凶a訂r凶凶a60∞o dI加n凶aむr [aμl-叩.r
(げ7氏附Cωa訂担何n吋lリja(?) al-司h凶lay戸flh凶1冶aq叩q(?) ca油h沿耐a訂rsad d街白伽lr加na訂r 
(8) barinjumla rawand wa cun ba-'alamat mu'a地adsuda'"…・・・……・




(10) ・・……・・・・ 〈空白〉 ・…・・…"'li-sanatiihda [wa talatIna w呂田町i-mi'a] tin al-hilaliyati.. 
(1) ・・…・・…・・…・・・ (空白〉 ………・・…....."bi-dari 'l-mulki sultaniya' 
(12) ………・・…・・・ 〈空白〉 …・・…….hamidan musalliyan musalliman mustagfiran . 
(13) ・・…・・…・・・・・・・・ 〈空白〉 ・…・…・…・・・…ya(?) rabbun ihtim bi 'l-hayri . 
([ ]は印影と重なる箇所)
《試訳》
( 1 ) 
( 2 ) デ イ
???
ン ヤ ドの命令
( 3 ) .・H ・....…・・…・・…・…・・…・・…・ミヤー ナジ鍛税区に属するオェゼンとカlレアジュクの
(4 ) ・・・…...・H ・・・・・・…………………町長村長たちはハン暦30年の税額から当該年度分の
( 5 ) ……・…・…υ ……・…・・………・アミール・トゥルハン(?)の給与として[以下の額を]
( 6 ) シャラフツディーンに対して交付すべし
(7a) 通用金貨
(7b) 1000デイーナール マイナス 600ディーナール金額400デイーナール
(7c) この地(?)…(?) 四百デイーナーjレ
( 8 ) この通りに執り行うべし [この文書が財務官の]書き判で保証され




? ? ? ?
















































(12) 称賛シ 祝福ト平安ヲ祈リ 赦シヲ請イツツ










・(3)行自 miyanaj {ミヤー ナジ》
現在のミヤーネ。デイルシヤードとミヤーネ徴税区にし、かなる関係があったのかは史料
上からは確認できないが、おそらくは彼女の所領がその地にあったことが推測される。
・(6 )行自 hani {ハン暦(ハーニー暦)} 
<hani)の諾を右方に台頭している点が注目される。イル・ハン朝第7代君主カ、、ザン・
ハン(r.1295-1304)が制定したためにハン暦と呼ばれ、台頭によりガザ、ンに敬意を表して
いる。 PersischeUrk仰 dender Mongolenzeitに収録された文書中では本文書 (x)のほか





は、ヴァッサーフ Wassafとハムドッラー・ムスタウフィー HamdAllah MustawfIとで異
なる情報が記載される。詳細は省くがムハンマド・イブン・ヒンドゥーシャー・ナフチェ
ヴァーニー Muhammadibn Hindusah Nahcawaniの『書記典範JDastur al-katib fi taうゆ1
al-maratib [ed.Ali-zad巴， I Moscow 1976Jの「ヒジュラ暦761年にあたるハン暦59年の初めよ
り…J [10-11Jなる記載と、ムスタウフィー『選史.1Tat叫 -iguzida [ed. 'Abd al平usayn











ルハン・アフタチ Turhanahtajiなる人物がいる [rラシー ド集史続編.D194Jo rトゥルハン」
と読んだTWRHANは「ヌール・ジャーンJNWR]ANその他の読みも可能。






・(9 )行自 y民ilbilga (くya品ilbelga) <緑印〉
(12) 
極めて判読しづらい本文書の書体からは果たしてこう読めるのか筆者には判断が難しい
が、 Herrmannは2箇所捺されている印影が緑色である旨を明記しており [Herrmann，102. 









れらの2文書のことであろう [EinErlass von Qara Yusof zugunsten des Ordens von Ardebil， 








































































































































(1) 志茂碩敏 rGhazan Khan残後の1Khan留におけるモンゴ、ル諸勢力の消長についてJ ~アジア・アフ
リカ言語文化研究~ 21，1981。ほかに『新版世界各国史9 西アジア史立 イラン・トルコ~ (山川出版
社 2002)の第三章「トルコ民族の活動とモンゴルの西アジア支配時代」もこの時期を含む。
( 2 ) 彼と全く同時代に活躍する同名のスルドゥス部チョパンの孫を小シャイフ・ハサンSayhHasan-i 
kucak (d.l343)と呼んで両者を区別する。
(3 ) アルダビール文書については、その発見の経緯も含めGottfriedH巴rrmann，Urkunden-Fund巴in
Azarbay函n，Archaologische Mitteillt1lgel1 aus lral1. Neue Folgeム1971.参照。その後のアルダビール文書
研究としては本国イランの研究が無視できないことは言うまでもなく、最近になって一応のカタログが
刊行された。'lmadal-din Sayh al-Hukama'i， Fihrist-i ASllad-i Buq 'a-yI Sayh Safi al-dill Ard，σbili， Tehr加，
1387.またわが国でも四日市康博氏を中心とした研究グループが発足している。
( 4) kama tudinu tudanu本文中でも記したように、シャイフ・ハサンは、君主のアブー・サイードから
自分の妻バク。ダード・ハトンを横恋慕され、やむなく妻を君主に譲った過去があり、今度はアブー・サ
イードの没後とはいえその妃であったデイルシヤード・ハトンを自分が委ったが、このアラピヤ語挿入
句はそのことを踏まえたものである。後出のイブン・パットゥータの記事 [f大旅行記~ 7， 140Jも参照。








( 6 ) 実際、シャラフッディーン・アリー・ヤズデイ~ Saraf ak-din 'Ali Yazdiの r世界征服者の歴史』
Tarfh-I jahangfrにはここに引用した『伝記のおの記事前半部分とほぼ同様の内容がある [Zafar
nama， ed. Sayyid Sa'id Mir Muhammad-sadiq，‘Abd al-Husayn Nawa'i， 2vols. Tehran 1387， vol.1， 193J。こ
の『世界征服者の歴史』がヤズディ~ r勝利の書.!Zafar namaの「序Jmuqaddimaにあたる。 Shiro







(9 ) こののち736年シャウワール月 6B (1336年5月18日)に誕生したのは女児であった[rラシード集史
続編.!196J。
(10) Encycloρaedia lranica [DELSAD KA TUN項JoMelvilleが挙げるサラーフツディーン・ハリール




る[KlausLech， Das mOllgolische Tf匂ltreich，-Al-'Umari' s Darstellung der mOllgolischell Reiche in 
seinem Werk Masalik al -absar jimamalik al-amsarー，Wiesbaden1968，110， 249， Text28.J。ドー ソン『モ
ンゴル帝国史6.!(佐口透訳)には『集史』を基にした印章の用途に関する記述があるが、たとえば「金
印タムガJr黄金の{アル・タムガ}Jr黄金の〈タムガ}Jなどはその用途の違いに触れていても、語の
示す具体的対象物は媛昧である[92，94， 107， 111-112. etc.J 0 {黒印qaratam部》に関してはドーソン[同
書11幻のほか、渡部良子 rr書記典範』の成立背景J r史学雑誌.!111-7. 2002に『集史』の訳を載せ、
































(14) ちなみにボンベイ版「ヴアツサーフ史』に付せられた用語集F訂 h田 g-iWassaf [658Jには、
r (altun bIlga) (アルトゥン・ベルゲ):モンゴル(語)で金のしるし/書き判のある命令 mansur-izar-
nisanのことである。」との説明がある。これによると〈ベルゲ〉が「書かれた命令」を指している。ま
た {altuntam訴}(アルトゥン・タムガ〉と {altamga} (アル・タムガ〉はそれぞれ「モンゴル詩で金
のしるし/書き判のある勅令farman-izar-nis加を謂う Jrモンゴル(語)で勅令および帝王の印章









のマテナダランに所蔵されている。 Cf.A. D. Patazjan， Persidskie Dokumenty Matenadarana， 1 -Ukazy， 




























(18) Ch. Melville， The Fa!l of Amir Chutan and the Decline ofthe Ilkhanate， 1327-3穴pp目38.注に挙げて
いる典拠史料はtheBritish Library ms. Or.2885， f.420v.で筆者未見。ただ、この注が、結婚年次に係る
ものなのか、ディルシヤードの姉妹を安ったことによるスルターン・シャーなる人物の立場強化を指し
たものなのか、写本を参看していないため確認はできない。
〔本稿はさきに発表した「デイルシヤード・ハトンとその発令書 女性の出したフアルマ}ン J r女性
生活文化交流史研究 異文化の文物の流通に着目して J (平成16~19年度科学研究費補助金基盤研究
(B) (2) 研究代表者横田冬彦、 2008)をもとに補訂を加えて改稿したものである。〕
1う2 (19) 
